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そばの作期移動による高温対策
＜新品種「はるかみどり」の紹介＞
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概要

１）国産ソバ生産の現状、作期移動試験

２）作期移動に対応できる新品種「はるかみどり」

・研究推進体制

・作期移動の一例

・品種の特性（二期作適性、難脱粒、難穂発芽、収量性、食味）

・普及状況、原種苗の配付手続きについて

・栽培のポイント

・その他：世界初の低アミロース性品種「もちやわそば」
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ソバの品種開発拠点

農研機構のソバ育種人数(2026年6月現在）

南西諸島

4名（育種、栽培研究・品質研究等兼務）

2名

2名

九沖春まき栽培（4-6月）

北農研栽培（6-8月）

九沖夏まき栽培（9-11月）

＊年3回圃場選抜（シャトル選抜）

北農研と協力して育種を進めている

＊長野県、山形県と連携
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春まき： 試験圃場1.2ha、増殖圃場4ha

夏まき： 試験圃場1.2ha、増殖圃場4ha

試験圃場の様子 （熊本県合志市）
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品種育成の方向性

安定生産

品質改善

R7改訂：食料・農業・農村基本計画
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国内のソバ作付面積・単収
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R7年に改訂された食料・農業・農村基本計画では、

2030年までに年間4.9万トン（単収70 kg）を達成するという方針が示された
R7年に改訂された食料・農業・農村基本計画では、

2030年までに年間4.9万トン（単収70 kg）を達成するという方針が示された

近年のソバ作付面積・収量の推移

そば生産努力目標（R7改訂）
：49000t

作付面積(ha)

単収（kg/10a）

：70kg/10a

収穫量（t）
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ソバの作期 ＜春まきの課題＞

過去約70年間の月別台風接近回数（気象庁より）

夏まきソバ
（本州、九州）

春まきソバ
（関東・九州）

梅雨

北海道ソバ
国産の3-4割

春まき栽培

・高温・台風を避けられる

・穂発芽のリスクがある

国産の6-7割

夏まき栽培

・台風による脱粒のリスクがある

・高温による生育不良のリスクがある

作期の分散・移動による対応が必要
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試験場（熊本県）における作期移動の一例
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2025年_播種期移動試験
（夏まき・成熟期刈）

はるかみどり

＜2025年の単年度試験＞

従来の標準播種日より2週間遅らせた

9/9播種が多収であった。

結果

標準日 2週間遅れ 4週間遅れ

1品種×2m×6畝 を2週間おきに播種

→それぞれの播種日の収量を比較

試験
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概要
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「はるかみどり」 「常陸秋そば」「NARO-FE-1」

中間夏型 中間秋型 中間秋型

150cm
夏まき

関東以南での生育に適し、

春まき・夏まきの1品種2期作が可能である。
関東以南での生育に適し、

春まき・夏まきの1品種2期作が可能である。

「はるかみどり」の草型

・1品種で2期作することで、
野良生えによる品種の交雑を防ぐ

・初期の台風被害後の播き直しが可能

関東以南

2期作適性のメリット
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難脱粒系統は、2倍程度強い力で引っ張らないと脱粒しない（約90g）

難脱粒性

イネの抗張強度（約150g）に対し、ソバは脱粒しやすい（約40g）

はるかみどり従来のソバ品種

＊目盛りは
1mm

キタワセソバ 難脱粒系統

10



100.0 

59.9 

100.0 

78.2 

0

20

40

60

80

100

120

140

子
実
重
比
（
成
熟
期
刈
＝

10
0）

「はるかみどり」のコンバイン刈遅れ収穫試験における子実重の

比較（意図的な刈遅れ試験）4作期平均（2023年夏まき、2024年
春まき・夏まき、2025年春まき）

40.1％減 21.8％減

標準品種 はるかみどり

成熟期刈区 刈遅れ区 成熟期刈区 刈遅れ区

「はるかみどり」 は刈遅れた場合のコンバイン収量ロスが
少ない。
「はるかみどり」 は刈遅れた場合のコンバイン収量ロスが
少ない。

「はるかみどり」の難脱粒性
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全ての株が
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6月の日付

成熟期以降のほ場での穂発芽株率（2024）

NARO-FE-1

さちいずみ

信濃1号

常陸秋そば

キタミツキ

はるかみどり

穂発芽株が
ゼロ

はるかみどり

「はるかみどり」の難穂発芽性

「はるかみどり」 は既存の品種の中で、
最も強い穂発芽耐性を持つ
「はるかみどり」 は既存の品種の中で、
最も強い穂発芽耐性を持つ

適期での収穫に努める 12



4

「はるかみどり」の収量性
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「はるかみどり」と「各地域標準品種」

の子実重比較（2021-2025）

春まき：地域の品種と同等以上、夏まき：多収の傾向春まき：地域の品種と同等以上、夏まき：多収の傾向

2021-2025の新品種候補収量性
（試験地：熊本、関東、東北）

春まき

夏まき
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ブランド名「もちやわそば」 世界初の低アミロース品種
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アミロース含有率（2022～2024年） アミロース合成酵素であるGBSSaを欠損
→アミロース含有率が10％程度低下

「FE3 iAM P2S1L」
（九州16号）

「FE2 iAE P2S1L」
（九州12号）

難脱粒性・難穂発芽性

夏まき2期作（春まき・夏まき）

従来品種とは異なる物性のため、

冷蔵保存耐性や菓子加工適性が期待できる

「もちやわそば」
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栽培のポイント

・脱粒しにくい品種ではあるが、刈遅れによって脱粒による
収量低下リスクが高まるため、適期での収穫につとめる。

・穂発芽しにくい品種ではあるが、春まき栽培で刈遅れると
穂発芽のリスクが増すため、適期での収穫につとめる。

・春まき栽培で収穫した種子を、直後の夏まき栽培に使用する
と発芽率が低くなることがあるため、使用は避ける。

＊花粉の交雑や野良生えによる品種の交雑・混入を避ける。
＊採種圃場を設け、種子更新を毎年行うことが理想である。
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普及状況、種子の配付手続きについて

はるかみどり

関東、九州を中心とした
7県15か所に原種苗配付

2026年春まき分
→完売

2026年夏まき分
→6月下旬より契約開始

＊手続き開始から種子発送
までに、平均1.5か月要する

今後の原種苗配付について今後の原種苗配付について

普及状況普及状況
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九州沖縄農業研究センタ ー

9研機構
お問い合わせ

メ ー ルフォ ー ムでのお問い合わせ

•見字のお申し込み

見学につきましては、 都道府県の要請等にも従って、 受け入れを判断させていただき

す。

►
 

A-

のお申し込み ・ プレスリリ ースヘのお問い合わ

のお申し込み｀ プレスリリ ースについてのお問い合わせはこららから。

こついてのお問い合わせ

＂許や実用新案についてのお問い合わせ、 ご利用申し込みはこららか

ら。

芦：］しぷらf関わる専門

九州沖縄農業研究センタ ー

はこちらから。

研究・品種•特許についてのお問い合わせ

．：•四人伯931こついて

このペ ー ジでご紀入いたた＜個人侶報は、 お問い合わせの対応以外に利用することはありません

お問い合わせ内容 I必須 l
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今後の品種育成の展開

安定生産

品質改善（冷蔵保存耐性）

その他

高温結実性、連作障害様の症状への対応

実需者ニーズに対応する新たな特性（冷蔵保存耐性等）を有す
る品種の開発・普及等を推進する。

多収・難脱粒性・難穂発芽性・耐倒伏性に加えて
幅広い作期・作型に対応可能な品種の開発・普及による単収・品質の向上

・東北向けの難脱粒・難穂発芽品種の開発

・耐倒伏性の導入

デンプン特性を改良したソバ品種の開発

原因究明および、育種素材の開発

東北地方 27%

36%

37%
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